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１．本研究の目的 

東日本大震災の津波襲来は、多くの場合、大津波警報

などの津波の危機を知らせる情報が無いままの“不意打

ち”だったのではなく、情報は視聴者・リスナーなどの

住民に届いていた。しかし、その情報が住民の適切な避

難行動には結びつかず、いわゆる「情報あれど避難せず」

という状況が生まれていた。これを近藤ら（2012）は、

「情報のリアリティがなかった」と解釈している。 

一方で、テレビやラジオなどの放送系メディアの避難

呼びかけによって避難を決意した住民もいたことをふ

まえると、地震発生から津波襲来までの猶予時間内に避

難を“後押し”する情報のリアリティを高めれば、より

多くの人を救う可能性につながるのではないかと考え

ることもできる。このような論脈の中で、各放送局内で

は、災害初動特別番組の放送手法や放送実施マニュアル

の検討・改善を進めてきた。それらの 1つで、ニュース

キャスターが使用する「津波避難キャスターコメント

（呼びかけ文言、後述する）」も検討・改善が行われた。 

ところが、放送業界の実情を見渡してみると、確かに

視聴者・リスナーの避難行動を促すための改善作業は行

なわれてはいるものの、印象論や経験談を恃みにした弥

縫策も多く、その効果の検証はなされずにいる。 

そこで本研究では、津波避難アナウンスメントの議論

の礎となるデータを構築するため、住民を想定した非報

道従事者対象の定量的調査を実施した。 

 

２．本研究のアプローチ 

津波避難キャスターコメントとは、ニュースキャスタ

ーが視聴者・リスナーに避難などの適切な行動を呼びか

けることを目的に、放送局内で検討を重ねられた例文

（集）のことであると共に、キャスターが放送で避難を

呼びかかける文言である。放送局内では、それらをまと

めた冊子や予定稿を作成して、キャスターなどの出演者

が緊急時にすぐに読めるようにスタジオに常置してい

る。その理由の 1つは、災害初動特別番組を可能な限り

迅速に開始して避難を呼びかけるためであり、キャスタ

ーは、気象庁の観測データなどの最新情報とキャスター

コメントを瞬時に織り交ぜ、視聴者・リスナーに対して

危険回避の行動を促す。 

まず本研究では、東日本大震災以後の津波警報発表時

の放送で実際に使用されたキャスターコメントを基本

とした独自の「津波避難キャスターコメント」を作成し

た。これを、東日本大震災後に NHK などが採用してい

る「切迫感のある強い口調」で第一著者が放送局のスタ

ジオで読み上げて録音し、「津波避難サンプル音源」を作

成した。読み尺は 29秒である。 

調査で使用する質問紙の質問項目は、津波避難キャス

ターコメントを下線ごとに 10 パーツに分解して各設問

とし、それぞれの評価（良し悪し）を五件法で尋ねた。 

 

３．調査概要と結果 

（１）対象と方法 

非報道従事者の代表サンプルとして、関西大学社会安

全学部で「災害ジャーナリズム論」を受講する大学生を

対象とした。調査は、2018 年度（n=284）と 2019 年度

（n=228）の 2 年度続けて同じ内容で行なうことで傾向

を確かめることにした。なお、共に約 88%が大学 2年次

生であった。調査実施場所は、講義が行なわれる大型ホ

ール教室である。 

サンプル音源を再生する前に、定型のインストラクシ

ョン（「これから大津波警報が発表された時を想定した

アナウンスメントを流します。30 秒ほどのかたまりで、

2 度同じアナウンスメントが流れます。よくお聞きくだ

さい」）と伝えた後、音源を場内スピーカで放送した。 

大津波警報が、岩手県・宮城県・福島県に発表され

ました。東日本大震災クラスの巨大な津波が来ます。

非常事態です。  今すぐ逃げてください。  今避難

すべき場所は、高台や津波避難ビル、津波避難タワ

ーなど高いところです。  急いで逃げること！ただ

ちに避難！  命を守るために、 ためらわずに避難を

してください。この放送を聴いたあなたが、まわり

にも声をかけながら率先して避難をしてください。 



（２）結果 

集計を数値化するにあたり、5 段階評価の最高評価を

「5点」、最低評価を「1点」として換算した。 

まず全般的な傾向として、両年度調査のいずれの設問

（キャスターコメント）も「5点」と「4点」で 65%以上

を占めていることから、低評価のものはなかった。 

a）最高評価（5点）の占める割合での分析 

特に評価が高かったのは「今すぐ逃げてください」と

いう至極シンプルなキャスターコメントで、「5点」の割

合が他のコメントと比べて突出している（表-1）。 

「非常事態です」や「命を守るために」といった東日

本大震災以後に登場した新しいタイプのコメントの順

位は、両年度ともに中位であった。また、「県名」や「大

津波警報」は、両年度ともに下位となった。 

表-1 「5点」の回答割合の順位（年度比較） 

 

b）標準偏差を考慮した分析 

「東日本大震災クラスの巨大な津波が来ます」という

文言の「5 点」の割合は、両年度とも 2 位と高い評価で

はある。しかし一方で、標準偏差の値が 2018年度は 0.93

と 3 番目に高く、また 2019 年度では 0.92 と 2 番目に高

いため、非報道従事者にとって受け止め方に幅のあるキ

ャスターコメントである可能性がある。 

また、すでにNHKなどで採用されている「体言止め」

（急いで逃げること！ただちに避難！）の評価は、中位

かつ 2018年度の標準偏差は 0.98で最も高く、2019年度

は 0.90 と 2 番目に高いため、賛否が分かれたといえる。 

 

４．考察 

「今すぐ逃げてください」という簡明な―何のひねり

もなく新規性もない―フレーズが、突出して高評価とな

った点が示唆的である。原点に立ち帰って考えてみると、

最も伝えるべき内容は、「逃げる」という行動を促す愚直

なメッセージに他ならない。むやみに言葉遣いを変えて

も改善につながるとは限らないことは、実践的には極め

て重要な知見のひとつであるといえよう。また、例えば

災害初動特別番組時で、新たな情報がスタジオに届かな

い時やキャスターが言葉に詰まった際には、このキャス

ターコメントを繰り返すことが有効かもしれない。 

次に、東日本大震災以後に登場した新たなコメントの

賛否は分かれた。まず、「東日本大震災クラスの巨大な津

波が来ます」は、両年度ともに 2位で高評価といえよう。

ただ、標準偏差が高いことから、このコメントは謙抑的

に使用することを推奨すべきかもしれない。「マス mass」

に向けてメッセージを発信する以上は、受け止め方にば

らつきがあることを自覚しておく必要がある。一方で、

切迫感を高めるために導入された「体言止め」の評価は

中位かつ標準偏差が高いことから、その効果には疑問が

残る結果となった。 

ところで、「大津波警報」という言葉は、危険度が高い

ことを端的に示す最も流布している言葉のひとつでは

あるが、関西に居る大学生にとってみればおそらく発表

対象地域となった経験がないため、身近に感じることが

できないものであった可能性がある。 

また、「県名」への評価は 2018年度調査では「3点（ど

ちらでもない）」が 25%で、「ためらわずに」と並んで最

も多かった。同様に 2019 年度調査では 28%と最多であ

った。これについては、大阪府内の大学に通う学生にと

っては居住地ではない東北地方の県名だったことがそ

のまま影響した可能性もある。 

 

５．課題と展望 

本調査は、大津波警報発表時に用いるキャスターコメ

ントについて、非報道従事者を対象とした定量的調査で

あり、その結果からは概ね高い評価を受けやすいキャス

ターコメントが判明した。引き続き年度ごとのデータを

蓄積することで、津波避難や津波情報に対する回答傾向

の変化を探ることも検討したい。ただし、日頃から防災

を学んでいる大学生を対象としているため、災害情報に

対する感受性が高いことが結果に偏りを与えてしまっ

ている可能性は排除できない。また、講義内の調査であ

ることや会場がホールであるため、日常の放送受信環境

とは異なることも考慮すべきである。 

また、防災関心度や情報接触度の違い、世代や地域性

の違いなどによっても「津波避難キャスターコメント」

の受け止め方は異なるものと考えられる。同時に、サン

プル音源自体、内容や形式を多彩に変化させることもで

きる。今後はさらに横断的・縦断的な調査を展開したい。 
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2018年度調査 2019年度調査

1位 今すぐ逃げてください 45% 1位 今すぐ逃げてください 53%

2位 東日本大震災クラスの～ 36% 2位 東日本大震災クラスの～ 41%

3位 ためらわずに 29% 3位 今避難すべき場所は～ 32%

4位 非常事態です 28% 4位 ためらわずに 31%

今避難すべき場所は～

6位 「体言止め」 27% 5位 非常事態です 30%

「体言止め」

命を守るために

7位 命を守るために 25% 8位 この放送を聴いたあなたが～ 24%

8位 この放送を聴いたあなたが～ 23% 9位 大津波警報 19%

9位 大津波警報 18% 10位 「県名」 17%

10位 「県名」 16% - -


